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la chose jugée）」に焦点を当て、越権訴訟の起源（1826 年）から今日に至るまで
およそ 2 世紀にわたる判例（主にフランスの最高行政裁判所であるコンセイユ・
デタの判例）・学説・法制度の展開を通して、その基底に通貫する「適法性の原







ントとなる法制度（活動行政と行政裁判の分離原則を定めた 1872 年 5 月 24 日















例えば、1995 年 2 月 8 日法律によって生じた判例法理の変化について、事案を
類型化した上で、行政の義務の拡大と行政の義務の縮減という一見して相反す
る傾向を抽出し、このことについて、「判決の執行が侵害しうる他の権利利益の
個別具体の配慮に基づく判断の積み重ね」を粘り強く読み解き、「判例は第三者
の既得の権利保護を既判事項の執行より優先する」という法理を抽出している。
後者については、４つの時期を適切に区分することによって、理論形成の法的基
盤が段階を追って形成されていく様相を鮮やかに描き出し、論点の所在の移動
を明瞭にすることに成功している。 
 本論文は、フランス法の分厚い営為に正面から取り組むことによって、わが国
における判決効の基礎理論にも資するところ大であり、その理論水準を押し上
げることに大きく貢献することが期待できる研究である、と評することができ
る。  
 以上により、本論文を、博士（法学）の学位を授与するに値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
